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ネームド VLAN
ネームド VLANは、所定の外部 LANへの接続を作成します。VLANは、ブロードキャストトラ
フィックを含む、その外部 LANへのトラフィックを切り離します。

VLANIDに名前を割り当てると、抽象レイヤが追加されます。これにより、ネームドVLANを使
用するサービスプロファイルに関連付けられたすべてのサーバをグローバルにアップデートする

ことができます。外部LANとの通信を維持するために、サーバを個別に再設定する必要はありま
せん。

同じVLANIDを使用して、複数のネームドVLANを作成できます。たとえば、HRおよびFinance
のビジネスサービスをホストするサーバが同一の外部 LANにアクセスする必要がある場合、同
じ VLAN IDを使用して HRと Financeという名前の VLANを作成できます。その後でネットワー
クが再設定され、Financeが別のLANに割り当てられた場合、変更する必要があるのはFinanceの
ネームド VLANの VLAN IDだけです。

Cisco UCS Manager ネットワーク管理ガイド（CLI 用）、リリース 3.1    
1



クラスタ設定では、ネームドVLANが 1つのファブリックインターコネクトだけにアクセスでき
るようにすることも、両方のファブリックインターコネクトにアクセスできるように設定するこ

とも可能です。

VLAN ID に関するガイドライン

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

VLAN 4048はユーザが設定可能です。ただし、Cisco UCS Managerでは、VLAN 4048が次のデ
フォルト値に使用されます。 4048を VLANに割り当てる場合は、これらの値を再設定する必要
があります。

• Cisco UCSリリース 2.0へのアップグレード後：FCoEストレージポートのネイティブVLAN
は、デフォルトで VLAN 4048を使用します。デフォルト FCoE VSANが、アップグレード
前に VLAN 1を使用するように設定されていた場合は、使用または予約されていない VLAN
IDに変更する必要があります。たとえば、デフォルトを 4049に変更することを検討します
（その VLAN IDが使用されていない場合）。

• Cisco UCSリリース 2.0の新規インストール後：デフォルト VSAN用の FCoE VLANは、デ
フォルトで VLAN 4048を使用します。 FCoEストレージポートネイティブ VLANは VLAN
4049を使用します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

プライベート VLAN
プライベート VLAN（PVLAN）は、VLANのイーサネットブロードキャストドメインをサブド
メインに分割する機能で、これを使用して一部のポートを分離することができます。PVLANの各
サブドメインには、1つのプライマリVLANと1つ以上のセカンダリVLANが含まれます。PVLAN
のすべてのセカンダリVLANは、同じプライマリVLANを共有する必要があります。セカンダリ
VLAN IDは、各サブドメインの区別に使用されます。

独立 VLAN とコミュニティ VLAN

Cisco UCSドメイン内のすべてのセカンダリVLANは、独立VLANまたはコミュニティVLANに
なることができます。
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独立 VLANを標準 VLANと共に使用するよう設定することはできません。（注）

独立 VLAN のポート

独立 VLANの通信では、プライマリ VLAN内の関連するポートだけを使用できます。これらの
ポートは独立ポートであり、Cisco UCS Managerでは設定できません。プライマリ VLANには 1
つの独立VLANしか存在できませんが、同じ独立VLAN上に複数の独立ポートが存在することは
可能です。これらの独立ポートは相互に通信できません。独立ポートは、独立VLANを許可して
いる標準トランクポートまたは無差別ポートとのみ通信できます。

独立セカンダリ VLANに属するホストポート。このポートは、同じプライベート VLANドメイ
ン内の他のポートから完全に独立しています。PVLANは、無差別ポートからのトラフィックを除
き、独立ポート宛のトラフィックをすべてブロックします。独立ポートから受信されたトラフィッ

クは、無差別ポートにだけ転送されます。指定した独立VLANには、複数の独立ポートを含める
ことができます。各ポートは、独立VLANにある他のすべてのポートから、完全に隔離されてい
ます。

アップリンクポートに関するガイドライン

PVLANを作成する場合は、次のガイドラインに従ってください。

•アップリンクイーサネットポートチャネルを無差別モードにすることはできません。

•各プライマリ VLANには、独立 VLANが 1つだけ存在できます。

• VNTAGアダプタの VIFには、独立 VLANが 1つだけ存在できます。

VLAN ID に関するガイドライン

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

VLAN 4048はユーザが設定可能です。ただし、Cisco UCS Managerでは、VLAN 4048が次のデ
フォルト値に使用されます。 4048を VLANに割り当てる場合は、これらの値を再設定する必要
があります。

• Cisco UCSリリース 2.0へのアップグレード後：FCoEストレージポートのネイティブVLAN
は、デフォルトで VLAN 4048を使用します。デフォルト FCoE VSANが、アップグレード
前に VLAN 1を使用するように設定されていた場合は、使用または予約されていない VLAN
IDに変更する必要があります。たとえば、デフォルトを 4049に変更することを検討します
（その VLAN IDが使用されていない場合）。
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• Cisco UCSリリース 2.0の新規インストール後：デフォルト VSAN用の FCoE VLANは、デ
フォルトで VLAN 4048を使用します。 FCoEストレージポートネイティブ VLANは VLAN
4049を使用します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

VLAN ポートの制限
Cisco UCS Managerでは、1つのファブリックインターコネクト上の境界ドメインとサーバドメ
インで設定可能な VLANポートインスタンスの数は制限されます。

VLAN ポート数に含まれるポートのタイプ

次のタイプのポートが VLANポートの計算でカウントされます。

•ボーダーアップリンクイーサネットポート

•ボーダーアップリンクイーサチャネルメンバーポート

• SANクラウドの FCoEポート

• NASクラウドのイーサネットポート

•サービスプロファイルによって作成されたスタティックおよびダイナミック vNIC

•ハイパーバイザドメイン内のハイパーバイザのポートプロファイルの一部として作成され
た VM vNIC

これらのポートに設定されている VLANの数に基づいて、Cisco UCS Managerは VLANポートイ
ンスタンスの累積数を追跡し、検証中に VLANポート制限を実行します。Cisco UCS Managerで
は制御トラフィック用に一部の事前定義されたVLANポートリソースを予約します。これには、
HIFおよび NIFポートに設定された管理 VLANが含まれます。

VLAN ポートの制限の実行

Cisco UCS Managerは、次の操作中に VLANポートのアベイラビリティを検証します。

•境界ポートおよび境界ポートチャネルの設定および設定解除

•クラウドへの VLANの追加またはクラウドからの VLANの削除

• SANまたは NASポートの設定または設定解除

•設定の変更を含むサービスプロファイルの関連付けまたは関連付け解除

• vNICまたは vHBAでの VLANの設定または設定解除

• VMWare vNICからおよび ESXハイパーバイザから作成通知または削除通知を受け取ったと
き
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これは、Cisco UCS Managerの制御外です（注）

•ファブリックインターコネクトのリブート

• Cisco UCS Managerのアップグレードまたはダウングレード

Cisco UCS Managerは、サービスプロファイルの動作に対し、厳密な VLANポート制限を実施し
ます。VLANポート制限を超過したことをCiscoUCSManagerが検出した場合、サービスプロファ
イル設定は展開時に失敗します。

境界ドメインでの VLANポート数の超過は、それほど混乱をもたらしません。境界ドメインで
VLANポート数が超過した場合、Cisco UCS Managerは割り当てステータスを Exceededに変更し
ます。ステータスを [Available]に戻すには、次のいずれかのアクションを実行します。

• 1つ以上の境界ポートを設定解除する

• LANクラウドから VLANを削除する

• 1つ以上の vNICまたは vHBAを設定解除する

ネームド VLAN の設定

両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なネームド VLAN
の作成（アップリンクイーサネットモード）

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

ネームド VLANを作成し、VLAN名と VLAN IDを
指定し、イーサネットアップリンクVLANモードを
開始します。

UCS-A /eth-uplink # create
vlan vlan-name vlan-id

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

指定した VLANの共有を設定します。UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan
# set sharing {isolated | none
| primary}

ステップ 3   

次のいずれかになります。

• isolated：プライマリ VLANに関連付けられて
いるセカンダリ VLANです。この VLANはプ
ライベートです。

• none：この VLANにはセカンダリ VLANもプ
ライベート VLANもありません。

• primary：この VLANには 1つ以上のセカンダ
リ VLANを設定できます。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/vlan #
commit-buffer

ステップ 4   

次の例は、両方のファブリックインターコネクト用にネームドVLANを作成し、VLANにaccounting
という名前を付け、VLANID2112を割り当て、共有をnoneに設定し、トランザクションをコミッ
トします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # create vlan accounting 2112
UCS-A /eth-uplink/vlan* # set sharing none
UCS-A /eth-uplink/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/vlan #

両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能なネームド VLAN
の作成（イーサネットストレージモード）

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要
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手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-storageステップ 1   

ネームドVLANを作成し、VLAN名とVLAN
IDを指定し、イーサネットストレージVLAN
モードを開始します。

UCS-A /eth-storage # create vlan
vlan-name vlan-id

ステップ 2   

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

指定したファブリック上に指定したVLANの
メンバポートを作成します。

UCS-A /eth-storage/vlan # create
member-port {a | b} slot-id port-id

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /eth-storage/vlan/member-port
# commit-buffer

ステップ 4   

次の例は、両方のファブリックインターコネクト用にネームド VLANを作成し、VLANに
accouontingという名前を付け、VLAN ID 2112を割り当て、スロット 2、ポート 20にメンバポー
トを作成し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # create vlan accounting 2112
UCS-A /eth-storage/vlan* # create member-port a 2 20
UCS-A /eth-storage/vlan/member-port* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/vlan/member-port #

1 つのファブリックインターコネクトにアクセス可能なネームド VLAN
の作成（アップリンクイーサネットモード）

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要
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手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定したファブリックインターコネクト（Aまたは
B）のイーサネットアップリンクファブリックイン
ターコネクトモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope
fabric {a | b}

ステップ 2   

ネームド VLANを作成し、VLAN名と VLAN IDを
指定し、イーサネットアップリンクファブリックイ

ンターコネクト VLANモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink/fabric #
create vlan vlan-name vlan-id

ステップ 3   

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

指定した VLANの共有を設定します。UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan
# set sharing {isolated | none
| primary}

ステップ 4   

次のいずれかになります。

• isolated：プライマリVLANに関連付けられてい
るセカンダリVLANです。このVLANはプライ
ベートです。

• none：このVLANにはセカンダリVLANもプラ
イベート VLANもありません。

• primary：この VLANには 1つ以上のセカンダ
リ VLANを設定できます。

トランザクションをシステムの設定にコミットしま

す。

UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan
# commit-buffer

ステップ 5   

次の例は、ファブリックインターコネクト Aのネームド VLANを作成し、VLANに financeとい
う名前を付け、VLAN ID 3955を割り当て、共有を noneに設定し、トランザクションをコミット
します。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # create vlan finance 3955
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # set sharing none
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan #
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プライベート VLAN 用セカンダリ VLAN の作成（1 つのファブリックイ
ンターコネクトがアクセス可能）

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定したファブリックインターコネクト（Aま
たは B）のイーサネットアップリンクファブ
リックインターコネクトモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric
{a | b}

ステップ 2   

ネームド VLANを作成し、VLAN名と VLAN
IDを指定し、イーサネットアップリンクファ

UCS-A /eth-uplink/fabric # create
vlan vlan-name vlan-id

ステップ 3   

ブリックインターコネクト VLANモードを開
始します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

VLANをセカンダリVLANとして設定します。UCS-A /eth-uplink/vlan # set
sharing isolated

ステップ 4   

このセカンダリ VLANに関連付けられている
プライマリ VLANを指定します。

UCS-A /eth-uplink/vlan # set
pubnwname primary-vlan-name

ステップ 5   

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A
/eth-uplink/fabric/vlan/member-port
# commit-buffer

ステップ 6   

次の例は、ファブリックインターコネクト A用のネームド VLANを作成し、VLANに financeと
いう名前を付け、VLAN ID 3955を割り当て、この VLANをセカンダリ VLANとして、セカンダ
リ VLANをプライマリ VLANと関連付け、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # create vlan finance 3955
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # set sharing isolated
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UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # set pubnwname pvlan1000
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan #

ネームド VLANの削除
Cisco UCSManagerに、削除するVLANと同じVLAN IDを持つネームドVLANが含まれている場
合、この IDを持つネームド VLANがすべて削除されるまで、この VLANはファブリックイン
ターコネクト設定から削除されません。

プライベートプライマリ VLANを削除する場合は、セカンダリ VLANを動作している別のプラ
イマリ VLANに必ず再割り当てします。

はじめる前に

ファブリックインターコネクトからVLANを削除する前に、そのVLANがすべての vNICと vNIC
テンプレートから削除されていることを確認します。

vNICまたは vNICテンプレートに割り当てられている VLANを削除すると、vNICによって
VLANがフラップする可能性があります。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

（任意）

イーサネットアップリンクファブリックモー

ドを開始します。指定されたファブリック（a

UCS-A /eth-uplink # scope
fabric{a | b}

ステップ 2   

または b）からだけネームドVLAN削除するに
は、このコマンドを使用します。

指定されたネームド VLANを削除します。UCS-A /eth-uplink # delete vlan
vlan-name

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A /eth-uplink #
commit-buffer

ステップ 4   

次の例は、両方のファブリックインターコネクトがアクセス可能なネームドVLANを削除し、ト
ランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # delete vlan accounting
UCS-A /eth-uplink* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink #
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次の例は、1つのファブリックインターコネクトがアクセス可能なネームド VLANを削除し、ト
ランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # delete vlan finance
UCS-A /eth-uplink/fabric* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric #

プライベート VLAN の設定

プライベート VLAN 用プライマリ VLAN の作成（両方のファブリック
インターコネクトにアクセス可能）

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

ネームドVLANを作成し、VLAN名とVLAN
IDを指定し、イーサネットアップリンク
VLANモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # create vlan
vlan-name vlan-id

ステップ 2   

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

VLANをプライマリ VLANとして設定しま
す。

UCS-A /eth-uplink/vlan # set
sharing primary

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /eth-uplink/vlan #
commit-buffer

ステップ 4   
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次の例は、両方のファブリックインターコネクト用にネームドVLANを作成し、VLANにaccounting
という名前を付け、VLAN ID 2112を割り当て、この VLANをプライマリ VLANにし、トランザ
クションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # create vlan accounting 2112
UCS-A /eth-uplink/vlan* # set sharing primary
UCS-A /eth-uplink/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/vlan #

プライベート VLAN 用プライマリ VLAN の作成（1 つのファブリックイ
ンターコネクトにアクセス可能）

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定したイーサネットアップリンクファブリッ

クインターコネクトのファブリックインターコ

ネクトモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric
{a | b}

ステップ 2   

ネームド VLANを作成し、VLAN名と VLAN
IDを指定し、イーサネットアップリンクファ

UCS-A /eth-uplink/fabric # create
vlan vlan-name vlan-id

ステップ 3   

ブリックインターコネクト VLANモードを開
始します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

VLANをプライマリVLANとして設定します。UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan #
set sharing primary

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan #
commit-buffer

ステップ 5   
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次の例は、ファブリックインターコネクト A用にネームド VLANを作成し、VLANに financeと
いう名前を付け、VLAN ID 3955を割り当て、この VLANをプライマリ VLANにし、トランザク
ションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # create vlan finance 3955
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # set sharing primary
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan #

プライベート VLAN 用セカンダリ VLAN の作成（両方のファブリック
インターコネクトにアクセス可能）

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

ネームドVLANを作成し、VLAN名とVLAN
IDを指定し、イーサネットアップリンク
VLANモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # create vlan
vlan-name vlan-id

ステップ 2   

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

VLANをセカンダリ VLANとして設定しま
す。

UCS-A /eth-uplink/vlan # set
sharing isolated

ステップ 3   

このセカンダリVLANに関連付けられている
プライマリ VLANを指定します。

UCS-A /eth-uplink/vlan # set
pubnwname primary-vlan-name

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /eth-uplink/vlan #
commit-buffer

ステップ 5   
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次の例は、両方のファブリックインターコネクト用のネームドVLANを作成し、VLANにaccounting
という名前を付け、VLAN ID 2112を割り当て、この VLANをセカンダリ VLANとして、セカン
ダリ VLANをプライマリ VLANと関連付け、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # create vlan accounting 2112
UCS-A /eth-uplink/vlan* # set sharing isolated
UCS-A /eth-uplink/vlan* # set pubnwname pvlan1000
UCS-A /eth-uplink/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/vlan #

プライベート VLAN 用セカンダリ VLAN の作成（1 つのファブリックイ
ンターコネクトがアクセス可能）

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

指定したファブリックインターコネクト（Aま
たは B）のイーサネットアップリンクファブ
リックインターコネクトモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope fabric
{a | b}

ステップ 2   

ネームド VLANを作成し、VLAN名と VLAN
IDを指定し、イーサネットアップリンクファ

UCS-A /eth-uplink/fabric # create
vlan vlan-name vlan-id

ステップ 3   

ブリックインターコネクト VLANモードを開
始します。

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

VLANをセカンダリVLANとして設定します。UCS-A /eth-uplink/vlan # set
sharing isolated

ステップ 4   

このセカンダリ VLANに関連付けられている
プライマリ VLANを指定します。

UCS-A /eth-uplink/vlan # set
pubnwname primary-vlan-name

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A
/eth-uplink/fabric/vlan/member-port
# commit-buffer

ステップ 6   

次の例は、ファブリックインターコネクト A用のネームド VLANを作成し、VLANに financeと
いう名前を付け、VLAN ID 3955を割り当て、この VLANをセカンダリ VLANとして、セカンダ
リ VLANをプライマリ VLANと関連付け、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope fabric a
UCS-A /eth-uplink/fabric # create vlan finance 3955
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # set sharing isolated
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # set pubnwname pvlan1000
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/fabric/vlan #

vNIC での PVLAN の許可

手順

目的コマンドまたはアクション

ルート組織モードを開始します。UCS-A# scope org /ステップ 1   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org # scope
service-profileprofile-name

ステップ 2   

指定した vNICのコマンドモードを開始
します。

UCS-A /org/service-profile # scope
vnicvnic-name

ステップ 3   

指定した vNICにコミュニティ VLANが
アクセスすることを許可します。

UCS-A /org/service-profile/vnic #
create eth-ifcommunity-vlan-name

ステップ 4   

指定した vNICのインターフェイスコン
フィギュレーションモードから移動しま

す。

UCS-A /org/service-profile/vnic/eth-if*
# exit

ステップ 5   

指定した vNICにプライマリ VLANがア
クセスすることを許可します。

UCS-A /org/service-profile/vnic* #
create eth-ifprimary-vlan-name

ステップ 6   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /org/service-profile/vnic #
commit-buffer

ステップ 7   
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次の例は、コミュニティ VLAN「cVLAN102」とプライマリ VLAN「primaryVLAN100」を vNIC
「vnic_1」に割り当てて、トランザクションをコミットする方法を示しています。
UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope service-profile GSP1
UCS-A /org/service-profile # scope vnic vnic_1
UCS-A /org/service-profile/vnic # create eth-if cVLAN102
UCS-A /org/service-profile/vnic/eth-if* # exit
UCS-A /org/service-profile/vnic # create eth-if primaryVLAN100
UCS-A /org/service-profile/vnic* # commit-buffer

アプライアンスクラウドでのプライベート VLAN のプライマリ VLAN
の作成

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-storageステップ 1   

ネームドVLANを作成し、VLAN名とVLAN
IDを指定し、イーサネットストレージVLAN
モードを開始します。

UCS-A /eth-storage # create vlan
vlan-name vlan-id

ステップ 2   

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

VLANをプライマリ VLANとして設定しま
す。

UCS-A /eth-storage/vlan* # set
sharing primary

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /eth-storage/vlan* #
commit-buffer

ステップ 4   

次の例では、ファブリックインターコネクトA用にネームドVLANを作成して名前を付け、VLAN
IDを割り当てて、その VLANをプライマリ VLANに指定し、トランザクションをコミットしま
す。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # create vlan primaryvlan500 500
UCS-A /eth-storage/vlan* # set sharing primary
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UCS-A /eth-storage/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/vlan #

アプライアンスクラウドでのプライベート VLAN のセカンダリ VLAN
の作成

IDが 3968～ 4047の VLANは作成できません。この範囲の VLAN IDは予約されています。

LANクラウドの VLANと SANクラウドの FCoE VLANの IDが同じであってはなりません。
VSAN内の VLANと FCoE VLANで同じ IDを使用すると、その VLANを使用しているすべて
の vNICとアップリンクポートで重大な障害が発生し、トラフィックが中断されます。 FCoE
VLAN IDと重なる IDが設定されたすべての VLAN上でイーサネットトラフィックがドロッ
プされます。

重要

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-storageステップ 1   

ネームドVLANを作成し、VLAN名とVLAN
IDを指定し、イーサネットストレージVLAN
モードを開始します。

UCS-A /eth-storage # create vlan
vlan-name vlan-id

ステップ 2   

VLAN名の大文字と小文字は区別されます。

VLANをセカンダリ VLANとして設定しま
す。

UCS-A /eth-storage/vlan* # set
sharing isolated

ステップ 3   

このセカンダリVLANに関連付けられている
プライマリ VLANを指定します。

UCS-A /eth-storage/vlan* # set
pubnwname primary-vlan-name

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /eth-storage/vlan* #
commit-buffer

ステップ 5   

次の例では、ファブリックインターコネクトA用のネームドVLANを作成して名前を付け、VLAN
IDを割り当てて、その VLANをセカンダリ VLANに指定し、プライマリ VLANに関連付けてか
ら、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # create vlan isovlan501 501
UCS-A /eth-storage/vlan* # set sharing isolated
UCS-A /eth-storage/vlan* # set pubnwname primaryvlan500
UCS-A /eth-storage/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/vlan # #
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コミュニティ VLAN
Cisco UCS Managerは、UCSファブリックインターコネクトのコミュニティ VLANをサポートし
ます。コミュニティポートは、コミュニティポート同士、および無差別ポートと通信します。コ

ミュニティポートは、他のコミュニティの他のすべてのポート、または PVLAN内の独立ポート
からレイヤ2分離されています。ブロードキャストはPVLANだけに関連付けられたコミュニティ
ポートと他の無差別ポート間で送信されます。無差別ポートは、PVLAN内の独立ポート、コミュ
ニティポートなどのすべてのインターフェイスと通信できます。

コミュニティ VLAN の作成

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開

始します。

UCS-A# scope eth-uplink.ステップ 1   

指定したVLAN IDを持つVLANを作成
します。

UCS-A# /eth-uplink/ # create vlan ID.ステップ 2   

VLANタイプを指定します。UCS-A# /eth-uplink/ vlan # set
sharingType.

ステップ 3   

プライマリ VLANアソシエーションを
指定します。

UCS-A# /eth-uplink/ vlan # set
pubnwname Name.

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A# /eth-uplink/ vlan #
commit-buffer.

ステップ 5   

次の例は、コミュニティ VLANの作成方法を示しています。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # create vlan vlan203 203
UCS-A /eth-uplink/vlan* # set sharing community
UCS-A /eth-uplink/vlan* # set pubname vlan200
UCS-A /eth-uplink/vlan* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/vlan* # exit
UCS-A /vlan-group #
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コミュニティ VLAN の表示

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco UCS Manager組織を入力します。UCS-A# scope orgステップ 1   

組織に使用可能なグループを表示しま

す。

UCS-A /org # show vlanステップ 2   

次の例では、ルート組織で使用可能な VLANグループを表示します。
UCS-A# scope org
UCS-A# /org/# show vlan
VLAN Group:

Name VLAN ID Fabric ID Native VLAN Sharing Type Primary Vlan
---------------------------------------------------------------------------------------

vlan100 100 Dual No Primary vlan100
vlan100 101 Dual No Isolated vlan100
vlan100 203 Dual No Community vlan200

vNIC でのコミュニティ VLAN の許可

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の設定モードに入ります。ルー

ト組織モードを開始するには、/をorg-name
として入力します。

UCS-A# scope orgorg-nameステップ 1   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org # scope
service-profileprofile-name

ステップ 2   

指定した vNICのコマンドモードを開始し
ます。

UCS-A /org/service-profile # scope
vnicvnic-name

ステップ 3   

指定した vNICにコミュニティ VLANがア
クセスすることを許可します。

UCS-A /org/service-profile/vnic #
create eth-ifcommunity-vlan-name

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org/service-profile/vnic #
commit-buffer

ステップ 5   
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次の例は、コミュニティ VLAN「cVLAN101」を vNIC「vnic_1」に割り当てて、トランザクショ
ンをコミットする方法を示しています。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # scope service-profile GSP1
UCS-A /org/service-profile # scope vnic vnic_1
UCS-A /org/service-profile/vnic # create eth-if cVLAN101
UCS-A /org/service-profile/vnic* # commit-buffer

混合アクセスポート/トランクポートでの PVLAN の許可
混合アクセスポートの場合は、独立 VLANとコミュニティ VLANを同じプライマリ VLANに関
連付ける必要があります。

混合トランクポートの場合、独立 VLANとコミュニティ VLANは異なるプライマリ VLANに属
することができ、標準 VLANに属することもできます。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットストレージモードを開始し

ます。

UCS-A # scope eth-storageステップ 1   

指定した独立 VLANに移動します。UCS-A /eth-storage # scope
vlaniso-vlan-name

ステップ 2   

指定したファブリックのメンバーポートを

作成し、スロット番号とポート番号を割り

UCS-A /eth-storage/vlan # create
member-portfabric slot- num port-
num

ステップ 3   

当てて、メンバーポートの設定範囲に移動

します。

VLANモードに戻ります。UCS-A /eth-storage/vlan/member-port
# exit

ステップ 4   

イーサネットストレージモードに戻りま

す。

UCS-A /eth-storage/vlan # exitステップ 5   

指定したコミュニティ VLANに移動しま
す。

UCS-A /eth-storage # scope
vlancomm-vlan-name

ステップ 6   

指定したファブリックのメンバーポートを

作成し、スロット番号とポート番号を割り

UCS-A /eth-storage/vlan # create
member-portfabric slot- num port-
num

ステップ 7   

当てて、メンバーポートの設定範囲に移動

します。

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /eth-storage/vlan/member-port
# commit-buffer

ステップ 8   
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次の例は、同じプライマリ VLANに関連付けられている独立 VLANとコミュニティ VLANを同
じアプライアンスポートに割り当てて、トランザクションをコミットする方法を示しています。

UCS-A# scope eth-storage
UCS-A /eth-storage # scope vlan isovlan501
UCS-A /eth-storage/vlan # create member-port a 1 2
UCS-A /eth-storage/vlan/member-port* # exit
UCS-A /eth-storage/vlan* # exit
UCS-A /eth-storage* # scope vlan cvlan502
UCS-A /eth-storage/vlan* # create member-port a 1 2
UCS-A /eth-storage/vlan/member-port* # commit-buffer
UCS-A /eth-storage/vlan/member-port #

コミュニティ VLAN の削除
Cisco UCSManagerに、削除するVLANと同じVLAN IDを持つネームドVLANが含まれている場
合、この IDを持つネームド VLANがすべて削除されるまで、この VLANはファブリックイン
ターコネクト設定から削除されません。

プライベートプライマリ VLANを削除する場合は、セカンダリ VLANを動作している別のプラ
イマリ VLANに必ず再割り当てします。

はじめる前に

ファブリックインターコネクトからVLANを削除する前に、そのVLANがすべての vNICと vNIC
テンプレートから削除されていることを確認します。

vNICまたは vNICテンプレートに割り当てられている VLANを削除すると、vNICによって
VLANがフラップする可能性があります。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

（任意）

イーサネットアップリンクファブリックモー

ドを開始します。指定されたファブリック（a

UCS-A /eth-uplink # scope
fabric{a | b}

ステップ 2   

またはb）からだけネームドVLAN削除するに
は、このコマンドを使用します。

指定したコミュニティ VLANを削除します。UCS-A /eth-uplink # delete
community vlanvlan-name

ステップ 3   

トランザクションをシステムの設定にコミット

します。

UCS-A /eth-uplink #
commit-buffer

ステップ 4   
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次の例では、コミュニティ VLANを削除し、トランザクションをコミットします。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # delete commnity vlan vlan203
UCS-A /eth-uplink* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink #

VLAN ポート数の表示

手順

目的コマンドまたはアクション

指定したファブリックインターコネクト

のファブリックインターコネクトモード

を開始します。

UCS-A# scope fabric-interconnect {a
| b}

ステップ 1   

VLANポート数を表示します。UCS-A /fabric-interconnect # show
vlan-port-count

ステップ 2   

次に、ファブリックインターコネクト Aの VLANポート数を表示する例を示します。
UCS-A# scope fabric-interconnect a
UCS-A /fabric-interconnect # show vlan-port-count

VLAN-Port Count:
VLAN-Port Limit Access VLAN-Port Count Border VLAN-Port Count Alloc Status
---------- --------------- ---------------- ----------
6000 3 0 Available

VLAN ポートカウント最適化
VLANポート数の最適化を使用すると、複数のVLANの状態を単一の内部状態にマッピングでき
ます。VLANポート数の最適化を有効にすると、Cisco UCS Managerは、ポート VLANメンバー
シップに基づいてVLANを論理的にグループ化します。このグループ化により、ポートVLAN数
の制限が増加します。VLANポート数の最適化によりさらにVLAN状態が圧縮され、ファブリッ
クインターコネクトの CPUの負荷が減少します。この CPUの負荷の軽減により、より多くの
VLANをより多くのvNICに展開できるようになります。VLANのポート数を最適化しても、vNIC
上の既存の VLAN設定は変更されません。

VLANポート数の最適化は、デフォルトで無効になっています。このオプションは、必要に応じ
て有効または無効にできます。
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重要 • VLANポート数の最適化を有効にすると、使用可能な VLANポートの数が増加します。
最適化されていない状態でポート VLAN数が VLANの最大数を超えた場合、VLANポー
ト数の最適化を無効にすることはできません。

• VLANポート数の最適化は、Cisco UCS 6100シリーズファブリックインターコネクトで
はサポートされていません。

VLAN ポート数最適化のイネーブル化

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始

します。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

VLANポート数の最適化に対し vlanをイ
ネーブルにします。

UCS-A /eth-uplink# set
vlan-port-count-optimization enable

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /eth-uplink* # commit-bufferステップ 3   

次の例では、VLANポート数の最適化をイネーブルにする方法を示します。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # set vlan-port-count-optimization enable
UCS-A /eth-uplink* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink#

ポート VLAN 数最適化のディセーブル化
ポートVLAN数が最適化されていない状態で使用可能な上限数よりも多くのポートVLANがある
場合、最適化をディセーブルにできません。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開

始します。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

ポートVLAN数の最適化をディセーブル
にします。

UCS-A /eth-uplink# set
vlan-port-count-optimization disable

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /eth-uplink # commit-bufferステップ 3   

次の例では、ポート VLAN数の最適化をディセーブルにする方法を示します。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # set vlan-port-count-optimization disable
UCS-A /eth-uplink* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink#

ポート VLAN 数最適化グループの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始

します。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1   

ポート VLAN数の最適化によりグループ
化された VLANを表示します。

UCS-A /eth-uplink# show
vlan-port-count-optimization group

ステップ 2   

次の例では、ファブリック aおよび bのポート VLAN数の最適化グループを表示します。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # show vlan-port-count-optimization group
VLAN Port Count Optimization Group:

Fabric ID Group ID VLAN ID
-------- ------- -------
A 5 6
A 5 7
A 5 8
B 10 100
B 10 101

VLAN グループ
VLANグループでは、イーサネットアップリンクポートの VLANを機能別または特定のネット
ワークに属するVLAN別にグループ化できます。VLANメンバーシップを定義し、そのメンバー
シップをファブリックインターコネクト上の複数のイーサネットアップリンクポートに適用す

ることができます。
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CiscoUCSManagerでは、最大 200個のVLANグループをサポートします。200を超えるVLAN
グループを作成していると Cisco UCS Managerで判別すると、VLANの圧縮をディセーブルに
します。

（注）

インバンドおよびアウトオブバンド（OOB）VLANグループを設定し、それを使用してブレード
およびラックサーバの Cisco Integrated Management Interface（CIMC）にアクセスすることができ
ます。Cisco UCS Managerは、アップリンクインターフェイスまたはアップリンクポートチャネ
ルでの OOB IPv4およびインバンド IPv4/IPv6 VLANグループの使用をサポートします。

VLANをVLANグループに割り当てた後、VLANグループに対する変更はVLANグループで設定
されたすべてのイーサネットアップリンクポートに適用されます。また、VLANグループによっ
て、分離 VLAN間での VLANの重複を識別することができます。

VLANグループ下にアップリンクポートを設定できます。VLANグループ用にアップリンクポー
トを設定すると、そのアップリンクポートは関連する VLANグループに属している VLANのす
べてと、LANUplinksManagerを使用するアップリンクに関連付けられている個々のVLAN（存在
する場合）をサポートします。さらに、そのVLANグループとの関連付けが選択されていないす
べてのアップリンクは、VLANグループの一部である VLANのサポートを停止します。

[LAN Cloud]または [LAN Uplinks Manager]から VLANグループを作成できます。

VLAN グループの作成

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開始します。UCS-A# scope eth-uplink.ステップ 1   

VLANグループ名は大文字と小文字が区別されま
す。

指定された名前でVLANグループを作成します。UCS-A# /eth-uplink/ #create
vlan-groupName .

ステップ 2   

この名前には、1～ 32文字の英数字を使用できま
す。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:（コ
ロン）、および .（ピリオド）は使用できますが、
それ以外の特殊文字とスペースは使用できません。

また、オブジェクトが保存された後で、この名前

を変更することはできません。

作成されたVLANグループに指定したVLANを追
加します。

UCS-A# /eth-uplink/
vlan-group#create
member-vlanID .

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

VLANグループにアップリンクイーサネットポー
トを割り当てます。

UCS-A# /eth-uplink/vlan-group
#create member-port
[member-port-channel] .

ステップ 4   

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

UCS-A#/vlan-group* #
commit-buffer.

ステップ 5   

次に、VLANグループを作成する例を示します。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # create vlan-group eng
UCS-A /eth-uplink/vlan-group* # create member-vlan 3
UCS-A /eth-uplink/vlan-group* # commit-buffer
UCS-A /vlan-group #

インバンド VLAN グループの作成
インバンド VLANグループを設定し、リモートユーザにインバンドサービスプロファイルを介
したアクセスを提供します。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

UCS-A# scope eth uplinkステップ 1   

VLANグループを指定された名前で作
成し、VLANグループコンフィギュ
レーションモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # create vlan-group
inband-vlan-name

ステップ 2   

指定したVLANをVLANグループに追
加し、VLANグループメンバコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

UCS-A /eth-uplink/vlan-group # create
member-vlaninband-vlan-nameinband-vlan-id

ステップ 3   

VLANグループメンバコンフィギュ
レーションモードを終了します。

UCS-A /eth-uplink/vlan-group/member-vlan #
exit

ステップ 4   

指定したファブリックのメンバポート

を作成し、スロット番号、およびポー

UCS-A /eth-uplink/vlan-group # create
member-portfabricslot-numport-num

ステップ 5   

ト番号を割り当て、メンバポートの設

定を開始します。

トランザクションをコミットします。UCS-A /eth-uplink/vlan-group/member-port #
commit-buffer

ステップ 6   
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次の例では、inband-vlan-groupという名前の VLANグループを作成し、Inband_VLANという名前
のグループメンバを作成し、VLAN ID 888を割り当て、ファブリック Aとファブリック Bのメ
ンバポートを作成し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # create vlan-group inband-vlan-group
UCS-A /eth-uplink/vlan-group* # create member-vlan Inband_VLAN 888
UCS-A /eth-uplink/vlan-group/member-vlan* # exit
UCS-A /eth-uplink/vlan-group* # create member-port a 1 23
UCS-A /eth-uplink/vlan-group/member-port* # exit
UCS-A /eth-uplink/vlan-group* # create member-port b 1 23
UCS-A /eth-uplink/vlan-group/member-port* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/vlan-group/member-port # exit
UCS-A /eth-uplink/vlan-group # exit

次の作業

インバンドサービスプロファイルにインバンド VLANグループを割り当てます。

VLAN グループの表示

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco UCS Manager組織を入力します。UCS-A# scope orgステップ 1   

組織に使用可能なグループを表示しま

す。

UCS-A /org # show vlan-groupステップ 2   

次の例では、ルート組織で使用可能な VLANグループを表示します。
UCS-A# scope org
UCS-A# /org/# show vlan-group
VLAN Group:

Name
----
eng
hr
finance
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VLAN グループの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットアップリンクモードを開

始します。

UCS-A# scope eth-uplink.ステップ 1   

指定したVLANグループを削除します。UCS-A# /eth-uplink/ #delete
vlan-groupName .

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A#/eth-uplink* # commit-buffer.ステップ 3   

次に、VLANグループを削除する例を示します。
UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # delete vlan-group eng
UCS-A /eth-uplink* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink #

VLAN 権限
VLAN権限は、指定した組織およびVLANが属するサービスプロファイル組織に基づいてVLAN
へのアクセスを制限します。VLAN権限により、サービスプロファイルの vNICに割り当てるこ
とができるVLANのセットも制限されます。VLAN権限はオプションの機能であり、デフォルト
では無効になっています。この機能は、要件に応じて有効または無効にできます。この機能を無

効にすると、すべてのVLANにすべての組織からグローバルでアクセスできるようになります。

[LAN] > [LAN Cloud] > [Global Policies] > [Org Permissions]の順で組織権限を有効にすると、
VLANの作成時に、[Create VLANs]ダイアログボックスに [Permitted Orgs for VLAN(s)]オプ
ションが表示されます。[Org Permissions]を有効にしないと、[Permitted Orgs for VLAN(s)]オプ
ションは表示されません。

（注）

組織の権限を有効にすると、VLANの組織を指定できます。組織を指定すると、そのVLANは特
定の組織とその構造下にあるすべてのサブ組織で利用可能になります。他の組織のユーザは、こ

のVLANにアクセスできません。また、VLANアクセス要件の変更に基づいてVLANの権限を随
時変更できます。
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VLANの組織権限をルートレベルで組織に割り当てると、すべてのサブ組織が VLANにアク
セスできるようになります。ルートレベルで組織権限を割り当てた後で、サブ組織に属する

VLANの権限を変更した場合は、そのVLANはルートレベルの組織で使用できなくなります。

注意

VLAN 権限の作成

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco UCS Manager VLAN組織を入力しま
す。

UCS-A# scope org.ステップ 1   

指定されたVLAN権限を作成し、その組織
に VLANアクセス権限を割り当てます。

UCS-A# /org/ #create
vlan-permitVLAN permission name.

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A#/org* # commit-buffer.ステップ 3   

次の例では、組織用の VLAN権限を作成する方法を示します。
UCS-A# scope org
UCS-A /org # create vlan-permit dev
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

VLAN 権限の表示

手順

目的コマンドまたはアクション

CiscoUCSManager組織を入力します。UCS-A# scope orgステップ 1   

組織で使用可能な権限を表示します。UCS-A /org # show vlan-permitステップ 2   

次の例では、この VLANにアクセスするための権限を持つ VLANグループを表示します。
UCS-A# scope org
UCS-A# /org/# show vlan-permit
VLAN Group:

Name
----
eng
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hr
finance

VLAN 権限の削除

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco UCS Manager VLAN組織を入力し
ます。

UCS-A# scope org.ステップ 1   

VLANへのアクセス権を削除します。UCS-A# /org/ #delete
vlan-permitVLAN permission name.

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A#/org* # commit-buffer.ステップ 3   

次に、組織から VLAN権限を削除する例を示します。
UCS-A# scope org
UCS-A /org # delete vlan-permit dev
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #
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